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　團今年は昨年以上に，毎日おびたy“しい學校見學團が來

観してみる．毎日團禮数は数校に及び，プラネタリウムの

ド1ムはハチ切れそう！……～二うして春が過ぎ夏が來た．

　駆5月2日の珍らしいスピカ星の掩蔽現象を本館で初めて

槻測を試みたが，市街でも興味を持って槻られるから，今

後三星の掩蔽観測は出來る丈け説けてみる豫定である．

　駆本館としての天丈に關する話題が絶えず生れるので，5月末からプラネタ

リウム月帳を補ふ意味で，「星の劇場ニユ1ス」として特報を不定期に獲行ずる

ととにした．これらの月報や特報は獲行の都度，：京阪林の各協倉支部の機關紙

や回報が褒逡iされる時，同封して各會員に配布されてるる．地方の方でこれら

の印刷物を御希望の方は，科學館内大阪支部宛に御申込み下さい．部数は無制

限に差上げます．

晶出支方面，殊に海南島に遠征してみる未知の勇士達から，南十三星の問合

せや，星の愛用：方面の質問が績々申出でられるので，初めは直筆星圖で返信し

てみたが，今度天文協會大阪支部の名のもとに科學館にて「戦線の淫乱」を急

ぎ印刷して，北，中，南支の前線へ邊ることになった．幸ひこれは各：方面に非

常に挽ばれてみる．

囹15年“度の火星の大接近を迎へて，今夏は天文協會大阪支部を中心に，三三

館を始め其他の場庭で，火星観望會が計書されてみる．

翁プラネタリウムでは7月1日より8月末まで，夜間公演が始まる．時間は19時

孚より2時まで．

　　　7月の話題　「火星の二言，銀河の彼方」

　　　8月の話題「月世界を巡る」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一（6月25日，高城記）一

Vメリカ天文學會経會　第62回総會が來る八月7日から9日迄・・げ姉

加州大學で開かれ，9日午後にはリク天文豪ヘドラィヴ・其後・11日には新パ

ロvi天：文毫ヘドライヴ，叉12日にはパサデナ市の工下院で200吋大反射鏡の

it程を参観する筈である．
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★事務礪の整田開校は辮でも有名な岬校であるが，此の校11職は

廿日闘士と徽氏との合作である繍度測趨力切クリ1トで固めらtし

て居る・難13亨44’37”・5，北緯35．06’49”・6と糺た鰍も人絹賜か

硫化炭素（CS，）の爲に1年経つた今日早くも赤黒くなって継った．　　　、

．畿灘繍灘鷺繰言醤二難糖る・晦
「鋤けて月さし入れよ醐堂」「やすk　”tと出でいざよ胡の雲」がある

四文「備醗脚σ］く1’・●’0●’’”朝磯興なほやます・縮はこミric

いさめられて舵堅田の瀧聞す・●一’t◎’やがて岸上に髄ならべfttをのべて，

おの紳ざよぴの宴を甑胆待つ程もなく・差出てければかの堂鞠

干によれば，三上・慰は描師かれて・その間に＋二＄Oかげ徹す．一．．．．，

やがて期の雲をはなる」隠緬旺塔の影をくだきて・あらたに干鞠

の光をそふ・誠やいざよひの競世の中にかけて・かたぶく肋をかしきのみ

かはと四隅門の歎息の詞なるe・　’kは∠胤も雌に遊びてこたび恵国

都の衣をうるほす・興野鞭ならすといふに，あるじは難耽て瓶る

牝などさは戴き備さんやと・もとの岸上臨をあぐ縦月は鋤の

榔麗て嚇城嚥醐ゆなるべし一一…”」と鯨地・求は2鞠公鯨し
た筈．

★耕天丸のドラが渤し櫛胡上磯渡って・フ燃と田二身の験
にしみわたる季節ではある．（佐登見誌）


